
 

【調査報告書の見方９】 

 調査報告書は、企業の与信管理を行う上で参考となる資料です。貸借対照表を基とし

て、財務分析の数値を知る上で必要なデータが掲載されています。 
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・受取債権回転率と支払債務回転率 年間売上

に対して受取債権が何回転したか、また支払

債務が何回転したかを見る数値。支払債務回

転率が受取債権回転率を上回る場合、一般的

に支払が先行している目安となる。 

・棚卸資産回転率 在庫の回転率をみる数値で、

高いほうが良い。家具業界の場合 6 回転以上

が理想であり、数値が低いと在庫過多になっ

ていることとなる。 

・総資本回転率 年間の活動で総資本が何回転

したかを見る数値。高いほど良く、低いと企

業活動の能率が低いこととなる。家具業界の

場合最低 1回転が望ましい。 

・直近の貸借対照表を基にした

財務分析の主要項目を掲載し

ています。財務諸表が入手で

きた場合決算時点の期日とな

る場合が多くなります。 

・財務諸表を入手できず、主要

項目の聞き取りなどによって

貸借対照表を作成した場合、

表題が『(推定)財務諸表分析

表』となります。 

・負債比率 資本の何％、ある

いは何倍の負債を有している

か知る数値で、低いほど良い

が、家具業界の場合 400％以下

が望ましい。 

・流動比率 流動負債(短期の支

払)に対して、どの程度の支払

い能力があるかを知る数値

で、高いほど良いが、家具業

界の場合 120％以上が望まし

い。 

・当座比率 流動負債(短期の支

払)に対して、どの程度の当座

資産(即時)の支払い能力があ

るかを知る数値で、高いほど

良いが、家具業界の場合 80％

以上が望ましい。 

・自己資本比率 総資本に対す

る自己資本(資本金や剰余金

の合計)の割合を示す数値で

高いほど良いが、製造業で

15％以上、卸売・小売業で 20％

以上が理想。 


